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２０１９年 ７月２５日 

ＮＩＴＥ（ナイト） 

独 立 行政 法 人製品評 価 技術 基 盤 機 構 

製品安全センター（東京） 

 

家の外で起きる事故から子どもを守る 

～関東甲信越における事故を中心に～ 

 

１． 関東甲信越地方の屋外や外出先で発生した子どもの事故 

（１）年度別事故発生件数と被害状況 

２００９年度から２０１８年度までの１０年間で NITE（ナイト）が収集した製品事故

情報※1 において、屋外及び子どもが外出した先で発生した事故のうち、０歳から１４歳

までの子どもが被害者となった製品事故は関東甲信越地方の１都９県（茨城県、群馬県、

埼玉県、山梨県、新潟県、神奈川県、千葉県、長野県、東京都、栃木県）で１８３件あ

りました。屋外や外出先で発生した子どもの事故について、関東甲信越地方の都県別の

年度別事故発生件数を表１、被害状況別事故発生件数を表２、製品別事故発生件数を図

１、事故発生状況別事故発生件数を図２に示します。 
※１ 消費生活用製品安全法に基づき報告された重大製品事故に加え、事故情報収集制度により収集された非重大製

品事故やヒヤリハット情報（被害なし）を含む。 

 

 

表１．年度別事故発生件数  

 

茨城県 群馬県 埼玉県 神奈川県 千葉県 東京都 栃木県 長野県 新潟県 山梨県 合計

2009年度 1 4 8 3 21 1 1 39

2010年度 1 1 12 3 28 2 47

2011年度 8 6 4 8 26

2012年度 3 3 7 13

2013年度 1 1 3 1 11 1 18

2014年度 3 1 1 3 1 9

2015年度 2 2 2 6 1 13

2016年度 1 3 2 2 8

2017年度 1 2 1 4

2018年度 1 1 3 1 6

0 5 21 40 18 89 3 2 4 1 183合計
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表２．被害状況別事故発生件数※２  

 

※２ 人的被害と物的被害が同時に発生している場合は、人的被害の最も重篤な分類でカウントし、物的被

害には重複カウントしない。製品本体のみの被害（製品破損）にとどまらず、周囲の製品や建物など

にも被害を及ぼすことを「拡大被害」としている。 

 

 

 

図１．製品別 事故発生件数(関東甲信越地方) 

茨城県 群馬県 埼玉県 神奈川県 千葉県 東京都 栃木県 長野県 新潟県 山梨県 合計

死亡 0

重傷 3 9 10 3 16 2 1 44

軽傷 2 12 30 15 73 1 2 3 1 139

拡大被害 0

製品破損 0

0

0 5 21 40 18 89 3 2 4 1 183合計
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自転車用幼児座席, 
63, 35%

ベビーカー, 50, 27%

自転車, 21, 12%

玩具, 8, 4%

衣服, 7, 4%

抱っこひも, 7, 4%

運動器具, 4, 2%

靴, 4, 2%

アウトドア用品, 2, 
1%

その他, 17, 9%



                                                    

                3 / 6 
安全とあなたの未来を支えます 

 

 

子どもが製品を使用, 
19, 25%

保護者が

製品を使

用, 57, 
75%

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 
図２．事故発生状況別事故発生件数(関東甲信越地方)※３ 

※３ 保護者には、家族や家族以外の大人も含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主に使用者に起因するもの, 
76, 43%

主に製品に起因

するもの, 42, 24%

施工業者の

取付け不良, 
9, 5%

原因不明のもの, 
49, 28%

子どもの行動により生じた事故：子どもが製品を使用 

保護者の不注意で生じた事故 ：保護者が製品を使用 

２００９年度から２０１８年度 子どもが被害者の

事故１８３件のうち調査の終了した１７６件が対象 
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（２）関東甲信越地方において発生した事故の事例 

 

① 子どもが製品を使用したときに発生した事故（スプレー缶） 

・２０１１年７月、千葉県、５歳、軽傷 

（事故内容） 

子どもがスプレー缶をトイレ内で使用したところ、火災が発生し、火傷を負っ

た。 

（事故原因） 

使用者が狭い空間内でスプレー缶を大量噴射して放出したため、空気洗浄機の

静電気がガスに引火し、火災に至ったものと推定される。  

なお、取扱説明書には、「子どもの手の届くところに置かない」旨、「火気を

使用している室内で大量に使用しない」旨、記載されている。 

 

② 保護者が製品を使用したときに発生した事故（ベビーカー） 

・２０１６年５月、新潟県、０歳、軽傷 

（事故内容） 

ベビーカーに座っていた子どもがフロントガード付近を噛んだところ、歯が１

本抜けた。 

（事故原因）  

保護者は子どもに肩ベルトを装着せず事故品を使用していたため、子どもはフ

ロントガードの開閉ボタンまで上半身を傾倒することができ、当該ボタンを噛ん

だ歯がボタンの凹部と干渉して抜けたものと推定される。  

なお、取扱説明書及び製品本体には、「肩ベルトを必ず装着する」「子どもから

目を離さない」旨、注意表記されている。 

  

③ 主に製品に起因する事故（リコール製品） 

・２０１７年４月、埼玉県、２歳、軽傷 

（事故内容） 

  手押し棒付き三輪車に子どもを乗せて手押し棒を押しながら急な方向転換をし

たところ、ホイールが破損して子どもが軽傷を負った。 

（事故原因） 

方向転換時の急な旋回動作で前輪が車体進行方向に対して横向きになり、そ  

の状態で手押し棒を押して車体を前に進めようとした際、三輪車の前輪のキャス

ター角が浅くホイールの強度も弱かったために、前輪が横向きのままロックして

ホイールが破損したものと考えられる。 
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２． 屋外や外出先で発生した子どもの事故の再現実験映像について 

以下の映像をご希望の場合は、下記の問い合わせ先までご連絡ください。 

 

（１） 実験映像内容 

① 自転車用幼児座席の子どもが落下（２.（２）写真１） 

② 抱っこひもの誤った使い方で落下（２．（２）写真２） 

  

（そのほか） 

・ベビーカー 

③ 乳幼児が転落 

④ 乳幼児が指を挟み込む 

⑤ 傾斜に止めて転倒 

・自転車用幼児座席 

⑥ 子どもの足が後輪に挟まれる 

⑦ 幼児座席を取り付けた自転車のふらつきと傘の巻き込み 

・その他 

⑧ 花火で子どもがやけど 

⑨ 子どもが自転車で指を切断 

 

 

（２） 実験映像例 

     

 

 

     

 

 

 

 

 

写真１．自転車用幼児座席の子どもが落下 
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（本件に関する問い合わせ先） 

〒151-0066 東京都渋谷区西原２－４９－１０ 

独立行政法人 製品評価技術基盤機構 製品安全センター 技術業務課 

担当者：松本（まつもと），有山（ありやま），佐藤（さとう） 

電話：０３－３４８１－１８２０ 

写真２．抱っこひもの誤った使い方で落下 


